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第３章 新世紀と共に

第１節 高度情報通信社会を創造的に生きる

情報通信技術の発展により、多様な情報への効率的なアクセス、距離的時間的制約を
克服したコミュニケーションや双方向での情報交流などがもたらされ、人間の知的・創造的
活動に飛躍的な広がりをもたらすものとして期待されています。一方、情報化の影の部分
の一つとして、情報活用の際のモラルの問題や、他者（家族、友人、教師等）との関係の希
薄化による「触れ合い」不足も指摘されています。
このため、高度情報通信社会に生きる子どもたちの情報活用能力や情報に対する倫理

観の育成に努めます。また、県民の知的・創造的活動を支援するため、教育情報等のデー
タベースやネットワークの構築など、人的環境を含めた情報利用環境の整備に努めます。

(1 ) 高度情報通信社会 ① 情報教育の充実
を創造的に生きる ② 情報活用に関する学習機会の提供

③ 情報利用環境の整備・充実

項 目 具体的施策の方向

① 情報教育の充実 Ì 情報活用能力（情報リテラシー）の育成
高度情報通信社会に生きる児童生徒が情報を正しく活

用できるよう、発達段階に応じた体系的な情報教育の充
実を図り、児童生徒の情報活用能力を高めます。

Ì 情報に関するモラルの育成
児童生徒一人ひとりが情報の発信者・受信者・利用者

となる高度情報通信社会を生きていくため、情報を正し
く活用する能力や、情報に関するモラルを身に付け情報
社会に健全に参画する基本的な態度を育成する教育を推
進します。

Ì 情報教育指導者の養成
学校における情報教育の効率的な実施を図るため、情

報教育に関する教員研修の充実を図るなど、情報教育に
携わる指導者の育成を推進します。

Ì 生涯学習行政に携わる職員等の研修の充実
生涯学習行政に携わる職員、特に生涯学習関連施設の

職員が、幅広い情報活用能力を身に付けて県民からの相
談等に対応するため、情報活用能力に関する研修拠点と
して生涯学習関連施設を活用し研修機会を増やすなど研
修体制の整備・構築に努めます。

② 情報活用に関する Ì 情報活用能力を身に付けるための学習機会の提供
学習機会の提供 県民一人ひとりが情報通信技術を活用できる力を身に

付け情報社会からの恩恵を受けることができるよう、生
涯学習関連施設において、情報活用能力を身に付けるこ
とを支援するための研修講座の実施など学習機会の提供
に努めます。

Ì 教育や生涯学習に関する情報の収集とデータベースの構
築
学校教育や生涯学習に関する各種情報の収集とデータ
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ベースの構築等を通して、高齢者や障がいを持つ人を含
めすべての人が快適に利用できる情報提供環境の整備に
努めます。

③ 情報利用環境の整 Ì 情報ネットワークの構築と活用推進
備・充実 児童生徒及び教育関係者の情報活用を支援するため、

人的環境を含めた情報通信ネットワーク基盤の構築と、
学校及び教育関係機関の情報利用環境の整備・充実に努
めます。

Ì 生涯学習関連施設の情報化の推進
図書館・博物館等の学習資源をデジタル化することや、

情報機器・ネットワーク環境を備えたメディア教育セン
ター機能を持つ高機能な施設の整備を検討するなど、県
民の誰もが情報活用能力を身に付ける機会を確保できる
環境整備に努めます。

語 注 （第１節 高度情報通信社会を創造的に生きる）

情報リテラシー リテラシーは、本来、「読み書きの能力。識字率。教養があること。堪能
(literacy) なこと。」という意味を持つが、近年、「コンピュータ・リテラシー」「情報リ

テラシー」といった使い方が見られ、コンピュータや情報を使いこなす能

力を表す。

データベース コンピュータによる情報処理で、検索・更新などに便利なように有機的

(data base) ・効率的に収集・整理された情報の集まりのこと。データバンク。

◆ インターネット（高速回線）接続状況 （平成１６年度） （％）

小学校 中学校 高等学校 盲聾養護学校

７９．７ ８５．０ ９７．９ １００


